






要約:現行の新生児代謝内分泌疾患のマス・スクリーニングで発見された患児の治療経過

の全国追跡調査がもたらす便益のうち、患者への寄与につき、文献的に検討を行った。そ

の結果、現行の追跡調査によって以下の様な治療プロトコールの改善がなされつつある事

が明らかになった。1)フェニールケトン尿症における治療で、幼児期以降の血中フェニー

ルアラニンは現行の治療目標値よりももっと低値に維持する事により、知能予後の一層の

向上が期待できる。2)ホモシスチン尿症にたいするビタミン B6 大量投与は副作用予防の

観点から慎重な対応が必要である。3)クレチン症の初期治療における L一サイロキシンの

授与量は、かつて一般的に投与されていた量よりも多量の投与によって知能予後の改善が

期待できる。以上のように追跡調査は治療プロトコールの改善を介して患者に便益を与え

ている。


